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1. 伏見出張所管内河川レンジャー 居原田 晃司 
1.1 活動テーマと活動分野 

 居原田河川レンジャーは、以下の河川レンジャーとしての活動目的を達成するため、平成２５

年度は、以下の活動テーマのもと、６つの活動を実施します。 

 

 

 河川レンジャーとしての活動目的 

 １年間河川レンジャーとして活動を行い、住民にとって「川」に対する印象は単なる排水 

や雨水の通り道など人と川のつながりへの認識はかなり希薄になっていると感じられた。 

そこで川が身近な生きものにとって重要な生息場であることを実感してもらい、今後の川 

のあり方を考えてもらえるようにすることを活動目的とする。 

 

 

 平成２５年度活動テーマ 

■子どもに身近な地球環境カードゲームで川の生き物の多様性、川の環境保全の必要性を学ん

でもらう。 

■宇治川支流でどんな川のいきものが生息しているか調べ、いきものにとって川がいかに大切

さ、また川で遊ぶときの注意点を体験して学んでもらう。 

■宇治市内で以前から実施されている宇治川清掃活動「青少年によるクリーン宇治運動」に参

加し、今後連携できるか模索する。 

 

 

平成２５年度の活動一覧 

活動分野 活動名 活動目的 

地球環境カードゲームで川の

いきものを学ぼう！ 

（宇治市主催 「夏休み子ど

もフェア」） 

子どもに川の生きものの多様

性やつながり（食物連鎖）を

知ってもらい、川を身近に感

じてもらう。 

川の生きものガザガサ調査隊

in 志津川 

親子で川に入ってもらい、川

の生きものや生息場所の存在

や川の面白さ、怖さなどを実

体験してもらい、川を身近に

感じてもらう。 

川の生きものガザガサ調査隊

in 笠取川 
同上 

川の生きものガザガサ調査隊

in 田原川 
同上 

河川の環境保全を図る活動 

地球環境カードゲームで川の

いきものを学ぼう！（仮） 

（ 城 南 衛 生 管 理 組 合 主 催

「環境まつり」） 

子どもに川の生きものの多様

性やつながり（食物連鎖）を

知ってもらい、川を身近に感

じてもらう。 
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青少年によるクリーン宇治運

動の参加、連携 

宇治川の清掃活動に参加し、

生きものが棲みよい川づくり

活動を住民に広げる。 

 

 

 

1.2 地球環境カードゲームで川のいきものを学ぼう！  

 

（１）活動目的  

宇治市市街地の子どもたちは、自宅近くの宇治川は流れが急で危険であり、身近である宇治川

支流も水質状態が悪く、そもそも川に入れない状態から川遊びや川の生き物を捕まえ観察するこ

とはできず、川が生きものにとって重要な場所であるという認識はないと思われる。 

そこで、子どもに身近な地球環境を題材としたカードゲームから川に棲む生き物を知ってもら

い、川に棲む生き物の多様性さや川の環境は人間の活動が左右することを学んでもらい、川への

関心を高めてもらう。 

 

スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

５月   

６月  イベント広報 

７月 イベント実施  

平 

成 

25 

年 

８月   

 

 

 

（２）参加対象者・定員  小学生（イベント１コーナーのため定員なし） 

    

（３）実施内容  地球環境カードゲームを用いた川の生き物学習会 

 

（４）実施日  平成２５年７月下旬 

（宇治市主催の「夏休みこどもフェア」内の１コーナーとして実施） 

        ※宇治市夏休み子どもフェアは、「遊び・まなび・手作り」の楽しさを体験する、

小学生を対象としたイベントで、昨年で 11 回目。夏休み自由研究のネタ探し

に小学生が大勢参加。 

          昨年開催日時：7 月 28 日（土） 午前 10 時～午後 3 時 
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（５）実施場所 宇治市生涯学習センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）広報・募集方法 

うじ市政だより、宇治市作成のチラシ（主催の宇治市が作成） 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

  当日カードゲーム指導スタッフ２～３名 

（８）必要支援内容 

    ●地球環境カードゲーム「マイアース」 

●カードゲームに登場する川のいきものパネル 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

 カードゲーム指導、川のいきものパネルの説明 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

    ゲームに夢中になりすぎ、こちらが伝えたい川の生きものの印象が残らない子どもがい

るので、カードに書かれている生きもの解説利用したクイズを作成し、クイズに答えるこ

とで印象づける。 

（11）活動を行ううえでの課題等 

    特になし      
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1.3 川の生きものガサガサ調査隊 

（１）活動目的  

宇治川に流れる支流の中に子どもが入っても危険が少なく自然とふれあえる川がいくつかあ

ります。そこで親子で川遊び、生きもの採集を体験してもらい、川でどんな生きものが生息して

いるか、川で遊ぶときの注意点も合わせて学んでもらう。 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月  イベント広報 

６月   

７月 川の生きものガサガサ調査隊１  

８月 川の生きものガサガサ調査隊２  

平 

成 

25 

年 

９月 川の生きものガサガサ調査隊３  

 

（２）参加対象者・定員  幼児・小学生とその保護者（父親） 各回１０組 
    
（３）実施内容  志津川、笠取川、田原川で水に生息する生き物採集と観察及び川遊びの講習 

     
（４）実施日  平成２５年７月、８月、９月（予定） 
 
（５）実施場所 志津川、笠取川、田原川 

        ・志津川（現代手づくり玩具館周辺：宇治市炭山大西） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ・笠取川（アクトパル宇治周辺：宇治市西笠取辻出川西） 
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      ・笠取川（アクトパル宇治周辺：宇治市西笠取辻出川西） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ・田原川（宇治田原町役場周辺：宇治田原町荒木 西出） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）広報・募集方法 

うじし市政だより、チラシ、河川レンジャーＨＰにより募集（多数の場合は抽選） 

※夏休み子どもフェアで配布可能なら配布する 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

  講師１～２名（講義を伴う場合）、スタッフ２～３名 
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（８）必要支援内容 

     講師代 

                                                 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

  当日の受付等、川での活動の指導、見守り 

                                             

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

     昨年度は豪雨災害のため実施できませんでしたので、今年度は複数回計画をしました。 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

  

（12）その他 
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1.4 地球環境カードゲームで川のいきものを学ぼう！ （仮） 

 

（１）活動目的  

毎年 10 月下旬に城南衛生管理組合が主催で行っている「環境まつり」には大勢の親子が参加

されます。そこで木津川管内河川レンジャーの田中レンジャーと協力して子ども向けの学習内容

を設営し、川に棲む生き物の多様性さや川の環境を学んでもらい、川への関心を高めてもらう。 

 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

７月   

８月  イベント広報 

９月   

平 

成 

25 

年 

10 月 イベント実施  

 

（２）参加対象者・定員  幼児・小学生（イベント１コーナーのため定員なし） 

    

（３）実施内容  地球環境カードゲームを用いた川の生き物学習会（仮） 

 

（４）実施日  平成２５年１０月下旬 

 

（５）実施場所 城南衛生管理組合（京都府八幡市八幡沢） 
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（６）広報・募集方法 

城南衛生管理組合作成のチラシ（主催の城南衛生管理組合が作成） 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

  田中レンジャー（木津川管内河川レンジャー） 

                          

（８）必要支援内容 

    ●地球環境カードゲーム「マイアース」 

●カードゲームに登場する川のいきものパネル 

 

                                                

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

  カードゲーム指導、川のいきものパネルの説明 

                                             

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

     

    

（11）活動を行ううえでの課題等 

     今回田中レンジャーから声を掛けて頂き、初めての出展になるので、田中レンジャー

と協議の上、出展内容を決めていきたいです。 

                                                 

（12）その他 
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1.5 青少年によるクリーン宇治運動の参加、連携 

 

（１）活動目的  

毎年 2 回（11 月下旬、3 月上旬）宇治市内で開催されている「青少年によるクリーン宇治運動」

に参加し、今後河川レンジャーとして連携ができないか模索し、清掃活動によって生きものにと

って棲みよい川づくりを通して、川への関心を高めてもらう。 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

10 月   

11 月 イベント実施  

平 

成 

25 

年 
12 月   

１月   

２月   

平 

成 

26 

年 ３月 イベント実施  

 

（２）参加対象者・定員  小・中学生 

    

（３）実施内容  青少年によるクリーン宇治運動実行委員会主催の清掃活動 

 

（４）実施日  平成２５年１１月下旬、平成２６年３月上旬 

 

（５）実施場所 宇治川塔の島付近（宇治市宇治） 
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（６）広報・募集方法 

宇治市役所ＨＰ 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

  今のところ不明 

                          

（８）必要支援内容 

 今のところ特になし 

                                                 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

  清掃活動への参加、青少年によるクリーン宇治運動実行委員会との連携 

                                             

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

      

    

（11）活動を行ううえでの課題等 

     青少年によるクリーン宇治運動実行委員会とうまく連携を図り、宇治川の清掃活動を

広げ、ゆくゆくは桂川クリーン大作戦との連携を試みる。 

                                                 

（12）その他 
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2. 伏見・桂川・山崎出張所管内河川レンジャー 谷口 順彦 
 

2.1 活動テーマと活動分野 

 谷口レンジャーは、以下の河川レンジャーとしての活動目的を達成するため、平成２５年度は、

以下の活動テーマのもと、３つの活動を実施します。 

 

 

 河川レンジャーとしての活動目的 

宇治川を主要な活動範囲とし、地域住民が河川に関心を持つ機会を提供し、その機会の拡大を

はかるための活動を企画し実施する。企画の対象としては宇治川に生息する魚類やその住処と

しての河川形状を含む環境などであり、それへの接点（機会）として釣りおよびその他の捕獲

法などによる採捕および河川形状の水面上および水面下からの観察、魚種鑑定と場所別魚種リ

スト作りなどが含まれる。対象とする世代は小中学生、青年、勤労者、高齢者である。 

 

 

 平成２５年度活動テーマ 

１． アユの住む川住める川 

２． 宇治川の淡水魚、捕ってみよう釣ってみよう飼ってみよう 

３． 伏見の川の不法投棄状況を調べてみよう 

 

 

平成２５年度の活動一覧 

活動分野 活動名 活動目的 

 

河川の魚と環境保全 

 

 

アユの住む川住める川 

 

アユが住める川の実地見学に基づ

き、アユの生息が確認できる河床

型、流況、水質、低質など生息条

件に関する知識を身に付ける 

 

 動植物の保全活動 

 

宇治川の魚、捕ってみよう釣っ

てみよう飼ってみよう 

 

宇治川で捕獲した魚を循環水槽で

展示する。これにより宇治川の自

然度に接する機会を得て体感的学

習をすすめる。 

不法投棄の状況把握 
伏見の川の不法投棄を調べて

みよう 

不法投棄物の目視記録調査に基づ

き河川環境の保全意義を自覚さ

せ、その意欲を高める 
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2.2 活動名：アユの住む川住める川 

 

（１） 活動目的 

アユが住める川の現地見学に基づき、アユの生息が確認できる河床型、 

流況、水質、低質など生息条件に関する総合的知識を身に付ける 

 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

 ４月 
現地下見（宇治川、木津川） 

 

偏光グラス、双眼鏡、箱めがね、記録

帳、カメラ 

５月 

 

「アユの住む川住める川」に関す 

  る説明 

 

会場：伏見出張所、説明資料つくり 

６月 

１） 現地下見（宇治川、木津川） 

 

２） アユの分布実態調査、アユの視認

による確認（木津川 or 宇治川）

参加者用必要器具：偏光グラス、双眼

鏡、箱めがね、記録帳、カメラ 

７月 

１） 現地下見（宇治川、木津川） 

２） アユの生息域の底石のサイズ、形

状調査（木津川 or 宇治川） 

３） 底石の付着藻類の検査 

４）友釣りによる捕獲の実演 

参加者用必要器具：双眼鏡、箱めがね、

簡易顕微鏡、記録帳、カメラ、釣り具

など 

８月 
 

 

９月   

10 月   

11 月 セミナー：アユの住む川住める川 会場：伏見出張所会議室、参考資料 

平

成

25

年 

12 月   

１月   

２月   

平

成

26

年 ３月   
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（２）参加対象者・定員 

 

１） 「アユの住む川住める川」の説明会    

最大２０名 

２） アユの分布実態調査、アユを視認できる地点の確認など 

最大１０名 

３） アユの生息域の底質形状調査と友釣り実演 

最大１０名 

４） セミナー：アユの住む川住める川     

最大４０名 

 

（３） 実施内容 

 

１） 「アユの住む川住める川」の説明会：この企画の構成および意義について説明する。 

２） アユの分布実態調査、アユが自然遡上する川または種苗放流を実施する河川におい

て平瀬では双眼鏡を使用し、瀬においては箱めがねを利用して視認による確認のう

え記録を取る。 

３） アユの生息場の観察と捕獲：アユの生息域の底石のサイズの観察、形状調査底石の

付着藻類の検査、友釣りまたは投網による捕獲の実演 

４） セミナー「アユの住む川住める川」： 参加者による体験交流と今後の展開について

の意見交流を行う。 

 

（４） 実施日 

１）現地下見                  ４月中旬 ＆ ６月中旬 

 

２）「アユの住む川住める川」の説明会。       ５月中旬 

                                 

３）アユの分布実態調査、              ６月中旬 

                                 

４）アユの生息場の観察と捕獲            ７月中旬 

                                             

５） セミナー「アユの住む川住める川」       １１月下旬               

        

（５） 実施場所 

１） 「アユの住む川住める川」の説明会。伏見支所にて 

２） アユの分布実態調査。宇治川 or 木津川（どちらの川になるか、その日の気象条件お

よび流況により決まる。ただし、木津川等他の管内での活動については木津川出張

所や木津川管内河川レンジャー－との事前の連絡調整を行う） 

３） アユの生息場の観察と捕獲。宇治川 or 木津川（どちらの川になるか、その日の気象

条件および流況により決まる。ただし、木津川等他の管内での活動については木津

川出張所や木津川管内河川レンジャー－との事前の連絡調整を行う） 

４） セミナー：アユの住む川住める川  伏見出張所会議室にて意見交流会 
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（６）広報・募集方法 

    １）チラシの作成・配布 

２）淀川河川レンジャーホームページより発信する。 

 

（６） 協力スタッフ等の人数とその役割 

    

１） 「アユの住む川住める川」の説明会。      協力スタッフ２名 

 

２） 現地視察２回（生息の確認調査、生息場の河床状況調査、産卵場の環境調査）：各回

協力スタッフ２名（内１名は河川レンジャー）、現地視察については現地集合とし当

該河川内への案内、川辺への誘導と安全なアクセスの確保、観察の要点の説明など（説

明内容は事前打ち合わせを行う） 

３） セミナー「アユの住む川住める川」：協力スタッフ２名、参加者の所見に対してコメ

ントするとともに参加スタッフの所見をまとめる。 

 

（８）必要支援内容 

 

１） 双眼鏡（１０～３０倍） ３セット（今後調整） 

２） 箱めがね ３セット（今後調整） 

３） 投網（２１節）ｘ１、投網（１３節）ｘ１（今後調整） 

４） 胴長 ３セット （産卵場視察に使用） 

  ５）内水面漁業協同組合の採保許可（今後調整、宇治川または木津川） 

  ６）セミナー会場（伏見出張所会議室） 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

  １）担当河川レンジャー：活動内容を企画し、企画の実施においては全体を統括する。 

２）支援レンジャー：現地視察においては、参加者は現地集合とし当該河川への案内、川辺

への誘導と安全なアクセスの確保、観察の要点の説明など（説明内容は事前打ち合わせ

を行う）。 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

     

特になし 

 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

      

（12）その他 

 

   特になし 
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2.3 活動名：宇治川の魚、捕ってみよう釣ってみよう飼ってみよう 

 

（１）活動目的 

安全な入漁ポイントを認知させ、宇治川への体感を促進する。淡水魚の捕獲を通じて魚の

扱い方を学び、それらを飼育させる。循環水槽の作り方を習い、自分で捕獲した淡水魚を

展示し、自然の姿に接する機会を与える。 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月 現地下見（宇治川 or 木津川） 
偏光グラス、双眼鏡、箱めがね、

記録帳、カメラ 

８月 
「宇治川の魚、捕ってみよう釣ってみよう

飼ってみよう」企画説明会 

伏見出張所会議室、説明資料つ

くり 

９月 
伏見港エリアの淡水魚を釣ってみよう、飼

ってみよう－１ 
三栖閘門付近、三栖閘門資料館

10 月 
伏見港エリアの淡水魚を釣ってみよう、飼

ってみよう－２ 
三栖閘門付近、三栖閘門資料館

11 月   

平

成

25

年 

12 月 
セミナー：宇治川の淡水魚、珍しい魚、代

表的魚、減った魚、増えた魚 

伏見出張所会議室、参考資料つ

くり 

１月   

２月   

平

成

26

年 ３月   



 16

（２）参加対象者・定員 

１）「宇治川の魚、捕ってみよう釣ってみよう飼ってみよう」企画説明 

                      （最大２０名） 

２）伏見港エリアの淡水魚を釣ってみよう、飼ってみよう－１  （最大１０名） 

  

３）伏見港エリアの淡水魚を釣ってみよう、飼ってみよう－２ （最大１０名） 

 

   ４）セミナー：宇治川の淡水魚、珍しい魚、代表的魚、減少した魚、増えた魚 

                    （最大２０名） 

（３） 実施内容 

１）「宇治川の魚、捕ってみよう釣ってみよう飼ってみよう」企画説明会：企画の構成お

よび意義について説明する。 

 

２） 伏見港エリアの淡水魚を釣ってみよう、飼ってみよう－１ 

循環水槽の準備および設置、伏見エリアの魚を釣りと網により捕獲する実体験、釣り

および網を用いて捕獲した淡水魚の魚種名を鑑定し記録を採る。 

 

２） 伏見港エリアの淡水魚を釣ってみよう、飼ってみよう－２ 

三栖閘門付近で釣りにて捕獲した淡水魚を準備しておいた循環水槽に収容し展示、観

察する。 

 

３） セミナー「宇治川の淡水魚、珍しい魚、代表的魚、減少した魚、増えた魚」： 参加

者 

による体験交流と今後の展開についての意見交流を行う。 

 

（４） 実施日 

      １）「宇治川の魚、捕ってみよう釣ってみよう飼ってみよう」企画説明会 

８月中旬 

２）伏見港エリアの淡水魚を釣ってみよう、飼ってみよう－１ 

               ９月中旬 

３）伏見港エリアの淡水魚を釣ってみよう、飼ってみよう－２ 

１０月中旬 

４）セミナー「宇治川の淡水魚、珍しい魚、代表的魚、減った魚、増えた魚」  

１２月中旬 

（５）実施場所 

１）「宇治川の魚、捕ってみよう釣ってみよう飼ってみよう」：三栖閘門資料館 

２）伏見港エリアの淡水魚を釣ってみよう、飼ってみよう－１ 

三栖閘門付近、三栖閘門資料館（飼育魚の観察と世話について今後調整） 

３）セミナー「宇治川の淡水魚、珍しい魚、代表的魚、減った魚、増えた魚」：伏見出張

所会議室  

 

（６）広報・募集方法 

  １）チラシも作成・配布 

２）淀川河川レンジャーホームページより発信する。 
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（７） 協力スタッフ等の人数とその役割 

１）「宇治川の魚、捕ってみよう釣ってみよう、飼ってみよう」企画説明会：協力スタッ

フ ２名 

   ２）宇治川支流の魚 釣りと網による捕獲実体験：現地実習２回 淡水魚の生息の確認調

査、淡水魚の捕獲、魚種名鑑定と記録など、協力スタッフ２名、（説明指導の内容は

事前打ち合わせを行う） 

３）セミナー「宇治川の淡水魚、減少した魚、増えた魚」： 

参加者の所見に対してコメントするとともに参加スタッフの所見をまとめる。 

 

（８）必要支援内容 

  １）玉網 ｘ３本、 

  ２）釣り竿、仕掛け一式 ｘ ３（今後調整） 

  ３）循環水槽機材（アクリル水槽 ｘ２コ、底面濾過装置 ｘ２，エアーポンプ ｘ ３式 

活かし函 ｘ２）（今後調整） 

   

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

  １）担当河川レンジャー：活動内容を企画し、企画の実施においては全体を統括する。 

２）支援レンジャー：現地視察においては参加者の当該河川への案内、川辺への誘導と安全

なアクセスの確保、観察の要点の説明など（説明内容は事前打ち合わせを行う）。 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

     

なし 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

   

   なし 

 

（12）その他 

 

   なし 
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2.4 活動名：伏見の川の不法投棄を調べてみよう 

  

（１）活動目的 

不法投棄物の目視記録調査を実施し、記録に基づき実態を明らかにし（減水期における）、

河川環境の保全意義を自覚させ、その意欲を高めるとともに、得られた記録はその後のク

リーン作戦の資料とする。 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月   

８月   

９月   

10 月   

11 月   

平

成

25

年 

12 月 
「伏見の川の不法投棄を調べてみよう」の

企画説明会 
企画説明書の作成 

１月 
減水期の東高瀬川での不法投棄物の目視記

録と状況の状況 
記録用紙の作成 

２月 
減水期の壕川での不法投棄物の目視記録と

状況把握 
記録用紙の作成 

平

成

26

年 
３月 調査結果の総括と提案 提案書の作成 
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（２）参加対象者・定員 

  

１） 企画説明会              １０名程度 

２） 東高瀬川の調査と記録         １０名程度 

３） 壕川の調査と記録           １０名程度 

４） 調査結果の総括と提案         １０名程度 

 

（３）実施内容 

１）企画説明会：伏見周辺河川の減水期における投棄物の記録と実態調査に関してその企画 

の趣旨と調査法について説明を行う。           

２）東高瀬川の減水期における投棄物の記録と実態調査：不法投棄物の目視記録調査を実施

し、記録に基づき実態を明らかにし、今後のクリーン作戦に使用可能な資料を作成する。 

３）壕川の減水期における投棄物の記録と実態調査：不法投棄物の目視記録調査を実施し、

記録に基づき実態を明らかにし、今後のクリーン作戦に使用可能な資料を作成する。 

４）調査結果の総括と河川クリーン作戦の提案：不法投棄物の目視記録調査の経験を総括し、

それを受けてゴミの不法投棄の防止法について意見を交換し、今後の河川環境の保全の

あり方について考える。 

 

（５） 実施日 

１）企画説明会              （１２月中旬） 

 

２）東高瀬川の減水期における投棄物の記録と実態調査        

（１月中旬） 

３）壕川の減水期における投棄物の記録と実態調査          

（２月中旬） 

４）調査結果の総括と河川クリーン作戦のあり方についての提案 

                    （３月中旬）             

（５）実施場所 

１） 企画説明会および総括会議： 伏見出張所会議室 

２） 現地調査は東高瀬川、壕川の２河川の調査予定区間とする。 

 

（６）広報・募集方法 

 １）チラシも作成・配布 

２）河川レンジャーホームページより発信する。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

１） 企画説明会：協力スタッフ２名 

２）３河川の投棄物の記録と実態調査は各回３班に分かれて実施する。このため、各回河

川 調査において３名を中心に行動することになる。 

３）セミナー「伏見の川の不法投棄を調べてみよう」：参加者の所見に対してコメントす

るとともにレンジャーの所見を述べ、今後の河川清掃活動のあり方について提言を行

う。 
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（８）必要支援内容 

  １）双眼鏡（今後調整） 

  ２）記録帳 

  ３）カメラ 

   

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

１）担当河川レンジャー：活動内容を企画し、企画の実施においては全体を統括する。 

２）支援レンジャー：現地視察においては参加者の当該河川への案内、川辺への誘導と安全

なアクセスの確保、観察の要点の説明など（説明内容は事前打ち合わせを行う）。 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

    なし 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

     なし 

 

（12）その他 

   なし 
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3. 桂川出張所管内河川レンジャー 西田 浩之 
3.1 活動テーマと活動分野 

 

 桂川出張所管内を活動エリアとする西田レンジャーは、以下の活動目的とテーマのもと、３つ

の活動を実施します。 

 

 

 河川レンジャーとしての活動目的 

河川＝自然に対する意識の啓発 

 

 

 

 平成 25 年度活動テーマ 

１．河川利用者、及び関心層の多様化 

２．桂川クリーン作戦等、過去活動の継承 

 

 

 

平成 25 年度の活動一覧 

活動分野 活動名 

河川の環境保全を図る活動 

活動地域への啓発活動 
小中学教職員向け桂川生態環境ＤＢ 

河川の環境保全を図る活動 

活動地域への啓発活動 
水を通じた農家との関係づくり 

河川の環境保全を図る活動 

活動地域への啓発活動 
嵐山水鉄砲大会 
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3.2 小中学教職員向け桂川生態環境ＤＢ 

（１）活動目的  

 これまでの教育に関わる活動は、河川レンジャーによる現地や学校でのマンプレイによる所が

大きい。この活動を更に大きくするために、各学校の先生が閲覧可能なデータベース（以降ＤＢ）

を河川レンジャーから提供する事で、桂川流域での先生による課外学習の一助としたい。 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月  

１次：試験制作 

各レンジャーからのヒアリング

専門家からのヒアリング 

５月 
ベータ版提供 

限定された教員へのワークショップ 

１.５次：試験制作 

教員からの評価ヒアリング 

専門家からのヒアリング 

６月 
改定ベータ版提供 

第 1 次先生向けワークショップ 

２次：試験制作 

利用者からのヒアリング 

７月  

随時改定 

利用者からのヒアリング 

各レンジャーからのヒアリング

専門家からのヒアリング 

８月  

随時改定 

利用者からのヒアリング 

各レンジャーからのヒアリング

専門家からのヒアリング 

９月 
バージョン１提供 

第２次先生向けワークショップ 

随時改定 

利用者からのヒアリング 

各レンジャーからのヒアリング

専門家からのヒアリング 

10 月  

随時改定 

利用者からのヒアリング 

各レンジャーからのヒアリング

専門家からのヒアリング 

11 月  随時改定 

平

成

25

年 

12 月  随時改定 

１月  随時改定 総括 

２月   

平

成

26

年 ３月   
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（２）参加対象者・定員 

   参加対象：流域小中学校教員 

   

（３）実施内容 

レンジャー及び専門家及び教員からのヒアリングを行い、現地でも利用可能なＤＢ作成を

行う 

     

（４）実施日 

   平成２５年４月 １０日～平成２６年１月１５日 

 

（５）実施場所 

   桂川流域全域 

 

松尾橋上流、赤線で敷かれたエリア内のいずれか  

 

（６）広報・募集方法 

       

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

河川レンジャー：桂川流域レンジャー及びアドバイザー各位 

協力要請：専門家及び教員 

                          

（８）必要支援内容 

   資料提供、コピー、交通費、 

                                                 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

   ＤＢ資料収集、ＤＢ用写真撮影、ＤＢ用編集作業 

   教育機関への対応 

                                            

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

     

    

（11）活動を行ううえでの課題等 

                                                 

（12）その他 
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3.3 水を通じた農家との関係づくり 

（１）活動目的  

河川レンジャー活動において利水をテーマに取り上げる事が少ない事態を受け、利水関係者との

接点構築を行うと共に、利水におけるレンジャーの活動範囲を模索する。かつ、これらの活動を

通じて水質、ゴミの問題ともリンクしたい。 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月  
文献調査 

行政各セクションへの相談 

５月  

文献調査 

専門家へのヒアリング 

行政各セクションへの相談 

６月 草刈りお手伝い 
現地調査、 

農家へのヒアリング 

７月 草刈りお手伝い 
現地調査 

農家へのヒアリング、 

８月 
 

 
随時交流 

９月  随時交流 

10 月  随時交流 

11 月  随時交流 

平

成

25

年 

12 月  随時交流 

１月 報告書  

２月   

平

成

26

年 ３月   
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（２）参加対象者・定員 

   参加対象：流域農家（未定） 

         

（３）実施内容 

ヒアリングと交流による利水関係者（農家）との関係づくり。 

   提内農家へのヒアリング 

学生による水質調査 

（４）実施日 

   平成２５年４月１０日～平成２５年９月１５日 

 

（５）実施場所 

 

桂川流域内各所（未定） 

 

（６）広報・募集方法 

   募集方法：管轄行政、及び農家組合等からの人的なつながりによる参加呼びかけ 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

とくに無し 

                          

（８）必要支援内容 

   水質調査に必要な器具、交通費 

                                                 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

   水質調査、 

   

                                             

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

     

    

（11）活動を行ううえでの課題等 

     

 

                                                 

（12）その他 
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3.4 嵐山水鉄砲大会 

（１）活動目的  

日常的に自然に親しみの薄い人でも自然にかかわれるよう考えたイベント。 

主に高校大学等学生を主体とし、開催前日にはゴミ拾いを行い、若いうちから河川とのかかわり

について考える機会を提供する。 

 

 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月  

行政各セクションへの相談 

嵐山保勝会等地元相談 

学生ワーキングチーム呼びかけ

５月 
 

 

行政各セクションへの相談 

嵐山保勝会等地元相談 

学生ワーキングチーム結成 

ボランティア団体協力要請 

広報資料作成 

後援、協力、協賛 

６月  プレスリリース 

７月  
広報活動、現地ゴミ掃除、危険

箇所調査、避難所等 

８月 イベント当日 後片付け、メディア対応 

９月   

10 月   

11 月   

平

成

25

年 

12 月   

１月   

２月   

平

成

26

年 ３月   
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（２）参加対象者・定員 

   参加対象：１０代～４０代 京都市民及び近在市町村住民 

 

（３）実施内容 

頭部に金魚掬い用の「ポイ」を付け、水鉄砲で打ち合って「ポイ」を破って勝敗を決める。 

上流チームと下流チームのどちらか希望する方のチームに属し、１５分間打ち合った結果、

ポイの破られていない人の総数でチームの勝敗を決める。 

全部で３回以内の勝負で決戦する。  

水鉄砲は持参もしくは、ボランティアグループが製作した水鉄砲を購入する。 

 けが人、熱中症患者等が出た場合に備え、医務施設を用意する。 

高校生、大学生によびかけ主体的なところまで関わってもらう。 

 

（４）実施日 

   平成２５年８月１８日（日） 

 

（５）実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

      赤枠で囲んだエリアの何れか 

 

（６）広報：twitter+facebook 桂川アカウント、ラジオ、ＮＨＫ、チラシ、ポスター 

   募集方法：インターネットとＦＡＸ 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

河川レンジャー：各折衝、広報、現場作業 

学生ワーキングチーム：広報、現場作業 

 

（８）必要支援内容 

   待避所テント、保険料、各交通費、スタッフ腕章等、チラシ、ポスター、受付ＨＰサーバ、 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

   全体の進行役、公共機関、地元との折衝、メディア対応  

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

    

（11）活動を行ううえでの課題等 
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4. 山崎出張所管内河川レンジャー 東 親志 
4.1 活動テーマと活動分野 

 

 東レンジャーは、以下の河川レンジャーとしての活動目的を達成するため、平成２５年度は、

以下の活動テーマのもと、２つの活動を実施します。 

 

 河川レンジャーとしての活動目的 

 桂川周辺地域の方と一緒に、身近な河川環境の現状を把握し、問題点や課題について考えてい

くとともに、淀川河川における治水・利水の整備計画などの施策について学んでいく。 

 

 平成２５年度活動テーマ 

■身近な河川環境の把握 

■持続的な環境保全 

 

平成２５年度の活動一覧 

活動分野 活動名 活動目的 

自然観察 ヒメボタルの棲む桂川とは

・京都府レッドデータブックで要注目種に

選定されている陸生のホタルの「ヒメボタ

ル」が見られる桂川右岸に広がる河畔林の

生息環境を把握する。 

・これまでの生息環境調査結果などを踏ま

え、生態や自然特性について学ぶとともに、

現状の問題点や課題などについて考え、「ヒ

メボタル」保全のための方策を検討する。

環境保全 桂川の環境を知ろう 

・野球、釣り、バーベキューなどで多くの

人の利用がある淀川河川公園（大山崎地区）

および桂川河川公園の環境の現状を把握

し、問題点や課題などについて考え、身近

な河川を認識してもらう。 

・宇治川、木津川、小畑川などが合流する

変化に富んだ豊かな自然環境について把握

するとともに、淀川河川公園の基本計画に

基づく施策について学ぶ。 
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4.2 「ヒメボタルの棲む桂川とは」、「桂川の環境を知ろう」 

 

（１）活動目的  

  ヒメボタルやカヤネズミなどが生息する桂川の自然環境を把握し、現状の問題点と課題につ

いて考える。 

  

平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月  

計画準備 

現地踏査、 

地元自治体等へ協力依頼 

５月 
■ヒメボタルの棲む桂川とは（現地） 

ヒメボタルの生息環境を知る 
現地準備・片付け、とりまとめ 

６月   

７月   

８月   

９月  

計画準備 

現地踏査、 

地元自治体等へ協力依頼 

10 月 
■桂川の環境を知ろう（現地：淀川河川公園）

桂川の現状と問題点、課題について考える
現地準備・片付け、とりまとめ 

11 月   

平成

25 年 

12 月  

計画準備 

現地踏査、 

地元自治体等へ協力依頼 

１月 
■桂川の環境を知ろう（現地：桂川河川公園）

桂川の現状と問題点、課題について考える
現地準備・片付け、とりまとめ 

２月  平成 25 年度活動のまとめ、報告

平成

26 年 

３月   

 

 

（２）参加対象者・定員 

  大山崎町、長岡京市の地元地域住民を対象に４０名程度 

 

（３）実施内容 

 ■ヒメボタルの棲む桂川とは 

ヒメボタルの生息地は、大山崎町（一部京都市伏見区）の桂川右岸高水敷及び小泉川にあり、

毎年５月中旬～６月上旬に発生し、１～２万の個体がみられ西日本最大の生息地と思われます。 

 活動は、本生息地において、毎年、「乙訓の自然を守る会」で実施されている「ヒメボタル

観察会」と連携し、ヒメボタルの生息する場所の自然環境を把握するとともに、問題点、課題

などについて考え、保全のための方策について考えていく。 
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   ※参考「ヒメボタル観察会」 

日時：例年５月下旬に実施、観察時間 21:00～23:30 

      場所：淀川河川公園大山崎地区（ダイハツ東側）桂川河畔林 

主催：乙訓の自然を守る会 後援：大山崎町、大山崎町教育委員会 

参加者数：60 名程度、スタッフ：15 名程度 

 ■桂川の環境を知ろう 

  桂川の自然環境などの現状を把握し、問題点、課題などについて考えていくとともに、淀川

河川公園などにおける維持管理状況や「淀川河川公園基本計画」に基づく、治水・利水の整備

計画などについて学んでいく。 

 

（４）実施日 

 ■ヒメボタルの棲む桂川とは 

５月上旬（ヒメボタルの発生時期の昼間に実施） 

  夜間、実施される乙訓の自然を守る会主催の 

「ヒメボタル観察会」と連携する。 

■桂川の環境を知ろう 

  １０月上旬、１月初旬 

 

（５）実施場所 

 ■ヒメボタルの棲む桂川とは 

淀川河川公園（大山崎地区）桂川河畔林周辺 

  

■桂川の環境を知ろう 

  淀川河川公園（大山崎地区）および桂川河川敷公園 

 

（６）広報・募集方法 

  大山崎町広報誌および長岡京市広報誌に掲載する。 

阪急大山崎駅および西山天王山駅（新駅）、ＪＲ山崎駅および長岡京駅に掲示する。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

  受付、救急：２名 

  現地案内：６名（リーダー：１名、説明者：１名、サブ説明者：１名、 

誘導、人員把握、危険防止：６名） 

※開催時間まで駐車場誘導、準備を行う。 

  計８名 

 

（８）必要支援内容 

 ■ヒメボタルの棲む桂川とは 

・動植物の専門家：現地で見られる動植物の専門的な解説を行う。 

  

■桂川の環境を知ろう 

・動植物の専門家：現地で見られる動植物の専門的な解説を行う。 

  ・淀川河川公園維持管理者：維持管理活動などの報告を行う。   

 

位置図 

 

淀川河川公
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（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

  各活動の計画準備（現地踏査、地元自治体やＮＰＯ等への協力依頼や調整など）運営を行う。 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

  ・活動への参加促進 

  企画した活動への地域住民の参加を促す方法 

  桂川（淀川河川公園、桂川敷公園）の認知度、身近に感じられるか？、魅力はあるか？ 

・活動場所の課題  

大山崎地区の淀川河川公園には、一部民地が存在するため立ち入りについて事前に許可が必

要である。また、ホームレスの方の居住されている箇所もある。 

   

（12）その他 

 

 

                          


